大阪府がん対策推進委員会制定に伴う乳がん部会移行調整会議
日時 : 平成2３年７月７日（木）　１８：３０～１９：３０
場所 : 大阪がん予防検診センター　５階　集団指導室
＜出席者＞
相川委員、一居委員、古妻委員、小山委員、茂松委員、中尾委員
＜事務局＞
大阪府健康医療部保健医療室健康づくり課
課長　永井伸彦、課長補佐　森元一徳、総括主査　野内　修二、主事　比嘉知香
技師　中島有紀
大阪府立成人病センター疫学予防課長　中山富雄、

財団法人大阪府保健医療財団大阪がん予防検診センター調査室長　神藤久壽美、

財団法人大阪府保健医療財団大阪がん予防検診センター調査室技師　松本雅子、

財団法人大阪府保健医療財団大阪がん予防検診センター調査室技師　山下賀恵子
＜議事次第＞
１　開会

２　議事
(1) 大阪府がん対策推進委員会乳がん部会の発足及び乳がん部会委員について
(2) 今後の乳がん部会の取り組みについて
(3) その他
＜内容＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（〇：委員、●：事務局）
１　開会

●事務局　それでは、定刻となりましたので、ただいまより「大阪府がん対策推進委員会制定に伴う乳がん部会」を開催いたします。

委員の皆様方におかれましては、お忙しい中お集まりいただき、ありがとうございます。

私、本日の司会を務めさせていただきます、健康づくり課の野内でございます。よろしくお願い致します。

まず、開会にあたりまして、大阪府健康医療部保健医療室健康づくり課長　永井より挨拶をさせていただきます。

●事務局　健康づくり課長の永井でございます。本日はお忙しいところお集まりいただきまして、誠にありがとうございます。大阪府がん対策推進委員会制定に伴う乳がん部会の開催に当たりまして、ごあいさつを申し上げます。
平素は委員の皆さま方におかれましては、がん対策のみならず、健康医療行政、あるいは府政各般にわたりまして、格別のご協力、ご尽力をいただいておりますこと、誠にありがとうございます。
さて、大阪府としては、がん対策に関して、より一層の施策の推進を図っているところであり、本年４月に大阪府のがん対策推進条例が施行いたしました。この条例のなかで、知事の附属機関として大阪府がん対策推進委員会を置くことが定められております。
この推進委員会の職務を行うにあたり、１２の部会を置くこととなり、その部会の一つとして、大阪府生活習慣病検診協議会から引き続きいて乳がん部会を設置することとなりました。
乳がん部会におきましては、乳がんの予防、早期発見、治療の充実及び大阪府がん対策推進計画の進捗管理、見直し等を行っていく所存でございます。乳がんの早期発見という点では検診が果たす役割は大変大きく、この点につきましては新たに部会として発足いたしましたがん検診部会との連携のもと進めて参りたいと考えております。
これまで大阪府生活習慣病検診協議会乳がん部会として議論していただいた問題を整理し、新たな部会の発足に当たり引き続き検討すべき問題や大阪府の乳がんの罹患率や死亡率を少しでも減らすべく乳がん部会として、有意義な議論を進めていきたいと考えております。
委員の皆さまにおかれましては、それぞれのお立場からご自身の知見、あるいは経験に基づいた忌憚のないご意見を賜りたいと考えております。どうかよろしくお願いいたします。簡単ではございますが、あいさつとさせていただきます。皆さま方の貴重な時間をいただきまして、実りあるものにしていきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。
●事務局　それでは、本日ご出席の皆様をご紹介させていただきます。

大阪がん予防検診センター乳腺検診部長　相川（あいかわ）委員でございます。

大阪府茨木保健所長　一居（いちい）委員でございます。

マンモグラフィ検診精度管理中央委員会委員　古妻（こつま）委員でございます。

府立成人病センター名誉総長　小山（こやま）委員でございます。

大阪府医師会副会長　茂松（しげまつ）委員でございます。

大阪府医師会理事　中尾（なかお）委員でございます。

以上、ご出席の委員でございます。

なお、大阪市立大学大学院准教授　石川（いしかわ）委員
につきましては、本日ご都合によりご欠席との連絡をいただいております。

それでは、配付資料の確認をさせていただきます。

大阪府がん対策推進委員会制定に伴う乳がん部会次第、配席図のほか

・参考資料１　大阪府がん対策推進条例

・参考資料２　大阪府がん対策推進委員会設置要綱 　

・参考資料３　大阪府がん対策関係協議会等見直し

・参考資料４　附属機関の設置及び運営に関する指針

以上でございますが、資料の不足等はありませんでしょうか。

続きまして、議事に入らせていただく前に、先ほど課長の話にもございましたが、大阪府がん対策推進員会乳がん部会の設置につきまして、簡単にご説明させていただきます。

委員の先生方におかれましては、すでにご承知のことと存じますが、去る４月２６日開催されました大阪府がん対策推進計画協議会等合同会議の場において、大阪府がん対策推進委員会設置要綱が制定され、それに伴い、大阪府がん対策推進委員会の下部組織として、乳がん部会が設置となりました。

本日は生活習慣病検診協議会乳がん部会委員の皆様にお集まりいただいておりますが、新委員の選出につきまして、ご審議のほう宜しくお願い致します。

それではここからの議事進行を、前部会長の小山先生にお願いしたいと存じます。

小山先生、よろしくお願い致します。

〇小山前部会長　今年度新たに制定された大阪府がん対策推進委員会乳がん部会として、委員の選任、委員の委嘱といった作業が必要となります。

　就任時から2年が経過し、委員の先生方の所属や役職の変更もございます。本日の会議の場で新しい委員について審議したいと思います。

その前に私から、まず３点提案させていただきたく存じます。

　１点目：前委員の田口先生が、京都府立医科大学 内分泌・乳腺外科教授にご就任されましたので、代わりに大阪大学から１人委員をお願いしたいと思っております。

　２点目：胃がん部会同様、乳腺についても技術における専門的な意見をいただきたいと思っているので、技師の委員を追加したいと思っております。

　３点目：本部会は、附属機関である大阪府がん対策推進委員会の下部組織となりました。

　　参考資料４の３ページの「４　委員の選任について」の（１）の⑤の年齢制限にございますように、「原則70歳までとする。」となっており、この会を持って、私は委員の職を譲りたいと思っております。

　まず、１点目の大阪大学からの委員選任について、ご異議ございますでしょうか。

　次に、２点目ですが、技師の方に委員をお願いするにあたり、大阪府立成人病センターの中島　直（なかじま　ただし）技師を推薦したいと考えております。ご異議ございますでしょうか。

　最後に、３点目についてですが、私の後任についてですが、大阪府立成人病センター　乳腺・内分泌外科主任部長　稲治　英生（いなじ　ひでお）先生を推薦したいと考えておりますが、ご異議ございますでしょうか。

〇相川委員　小山先生には、引き続き、乳がん部会でのご指導ご助言をいただきたく、アドバイザーとして参加いただきたいと考えております。

〇小山前部会長　その他ご意見等ございませんか。

　それでは、これをもって委員は確定ということになるのか、事務局からご説明願えますか。

●事務局　医師会および保健所長会からの委員推薦については現在調整中でございます。また、部会長につきましては、お配りしています大阪府がん対策推進委員会設置要綱　第６条５号により「部会委員の互選によってこれを定める」と規定されており、新委員の皆様にお集まり頂く第1回の乳がん部会で選出いただくこととなります。しかし、8月に開催予定の大阪府がん対策推進委員会に、乳がん部会代表者として出席が必要となっております。小山前部会長に部会代表者としてお願いをさせて頂きたいと思いますがよろしいでしょうか。

〇小山前部会長　ご承認ありがとうございました。

委嘱手続きについては、追って事務局から通知いたしますのでよろしくお願いします。

それでは、議事（２）の乳がん部会の今後の取組みについて検討していきたいと思います。

今後の乳がん部会では、検診から医療について様々な議論をして行く事になりますが、検診については、市町村のがん検診の状況を把握・評価し、評価結果を基に、市町村への助言等を行っていくことが必要だと考えます。

また、前回の乳がん部会で、「大阪府内マンモグラフィ施設医療機関調査」を実施いたしましたので、その結果を踏まえて、今後の政策についても検討していきたいと考えております。

これらの他にも委員の皆様からご意見はございますでしょうか。

限られた部会の中で議論を尽くすにあたっては、議題を絞る必要がございますが、いかがでしょうか。

〇古妻委員　この部会の市町村への立場はどのようなものですか。

●事務局　課題について検討し、指導・助言ができます。
〇古妻委員　効力はあるのですか。市町村は府が何も言ってくれないと言っています。

●事務局　強制力としてはお願いベースになります。

〇古妻委員　医師会主導でない精度管理員会を設置している市町村にはバラつきがあります。

〇茂松委員　医師会と行政とでやっていく必要があるのではないでしょうか。

〇相川委員　医師会に乳腺専門医がいない市町村もある。その市町村に大阪府として働きかけていってほしいです。

〇古妻委員　乳腺のドクターが医師会の理事でないからできないという市もある。

〇茂松委員　医師会のがん検診担当理事に乳腺のドクターが働きかけてほしいと思います。

○中島委員　今の状態では、読影をしたくてもできない地域もあると聞いている。認定医師の状況を調べて、その人達に読影の機会を与えるような事業をするべきではないか。

○茂松委員　医療も関係があるので、がん診療連携協議会とも連携していきたい。

〇小山前部会長　その他、委員の皆様何か全般的なご意見やご質問等ありませんでしょうか。
〇傍聴者　平日に検診に行けない、マンモ受けれるところを明示してほしいです。
○茂松委員　前向きに検討していきたい課題です。
〇傍聴者　委員に女性がいませんね。患者会の女性を入れるべきではないでしょうか。
〇古妻委員　女性だからとか男性だからとかではないのではないか。

●事務局　患者会の入る部会、入らない部会あるが乳がん部会に関してはオブザーバー的な参加をお願いしたい。

〇小山前部会長　それでは以上で、本日のすべての審議が終了しました。それでは、次回の部会の開催については、また事務局との調整のうえ決定させていただきます。
　それでは、本日の部会は終了いたします。ありがとうございました。（終了）
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